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◆マイナンバーカードを使って、お近くのコンビニにあるマルチコピー機で、窓口よりお安く住民票の写しや印鑑登録証明書などをお取りいただけます。
　早朝６時半～深夜23時まで、土・日・祝日もご利用いただけます。　　　　  窓口サービス課（住民登録）1階8番　☎6267-9963問合せ

問合せ 保健福祉課（保健福祉）４階４３番　☎6267-9857　　 6264-8285FAX

問合せ 保健福祉課（運営）１階11番　☎6267-9882　　 6267-0998FAX

最期

　人はだれでも、いつかどこかで
その人生を終えるときがきます。
いつか訪れるそのときに備え、自分
がどのように最期を迎えたいのか、
自分自身で考え、そして家族や大切
な人と話し合っておくこと、それが
人生会議です。

　南医師会では中央区在宅医療・介護連携相談支援室を運営
しており、医師や看護師、介護事業者からの相談支援にあたって
います。
　通院ができない患者さんなど、状況によって訪問診療を行ってい
ますが、終末期を自宅で過ごしたいと希望され、看取るようなことも
増えてきました。独居や夫婦のみの高齢者世帯が増えている中、医
療の担い手である医師が、病院や訪問看護ステーションだけでなく、
行政や介護事業所、薬局などとも繋がり、高齢者
の支援をしていくことがますます重要です。
　地域医療の担い手として、「このまちで住み続
けたい」と願う高齢者が、最期までその方らしく
安心して暮らせるよう支えていきたいですね。

♦マラソンに出会ったきっかけは
和　田  伴走練習会に参加したことがきっかけ

です。「走りを通じた仲間」との交流が
本当に楽しく、練習を続けるようになり
ました。“全盲ランナー”は伴走者がい
なければ走れないし、誰かと一緒でな
いと練習もできません。伴走者はブラ
インドランナーと同等以上の速さが必
要なので、私の走力（競技力）が上がる
ほど伴走者を探すことが大変になって
きたんです。そして、長谷部君と出会い
ました。歳は離れていますが、大切な
パートナーです。

♦伴走者として
長谷部  和田さんと出会うまで伴走について知

りませんでした。いっしょに走るように
なって、初めて参加した国際的大会が
東京パラリンピック大会だったんです。
二人の相乗効果で、伴走である私の走
力も上がり、和田さんの記録も伸びる、
毎日の積み重ねが大きな力になります
ね。責任感もありますが、楽しさも大き
いんです。

♦今後の目標は
和　田  パリ・パラリンピックで金メダルをめざし

たいです。中途失明から元気を回復さ
せてくれたのが陸上です。その恩返し
をしたいんです。そして、こうした活動
を通じてスポーツの楽しさを伝えてい
きたいですね。

長谷部  同じ気持ちで走っていきたい。選手の自
己ベストが出ると自分個人で出した時
より2倍以上の喜びがあるんです。伴走
することで自分の記録も伸びました。こ
れからも伴走と個人の競技、両立して
いきたいです。

私たちのSDGｓ№4

私たちのSDGｓ№5

和田選手と一緒に
伴走体験する様子

`人生会議' - いつか訪れるその時に -

-「このまちで住み続けたい」その願いを支える-
　医療や介護が必要な状態になっても、住み慣れた自宅や地域で、自分らしく暮らして
いけるよう、中央区では、医療・介護が連携し、‘その時’を支えるしくみづくりを進めて
います。そのひとつが、「中央区在宅あんしんマップ」です。在宅医療・介護関係施設な
どの情報がインターネットやスマートフォンから検索いただけますので、
ぜひ、ご活用ください。※配布用の「中央区在宅あんしんマップ」は中央
区役所、中央区地域包括支援センター等で入手できます。

中央区在宅あんしんマップシステム - 在宅で医療・介護を受けるために -

-中央区で高齢者の在宅医療・介護連携に活動するみなさん-まで　　　　　　　暮らす

　万一、あなたが治る見込
みのない病気になった場合、
人生の最終段階をどこで過
ごしたいでしょうか。中央区
では３7.４%の方が自宅で
と考えておられます。
令和元年度
大阪市高齢者実態調査報告書
※市内に居住する65歳以上の
　高齢者から無作為に抽出

自宅
病院などの医療機関
介護医療院など、病院内
に併設される「住まい」の
機能を重視した施設
特別養護老人ホーム
などの介護施設
高齢者向け住宅
子どもの家や親族の家
わからない
その他
無回答

ブラインドランナー　和田 伸也
1977年生まれ 大阪府出身　
陸上競技（視覚障害）の選手　長瀬産業株式会社所属
東京パラリンピック男子1500m(T11)銀メダル・男子
5000m(T11) 銅メダル
伴走者（ガイドランナー）　長谷部 匠
1997年生まれ 京都府出身　長瀬産業株式会社所属　
東京パラリンピックの陸上競技で、和田選手のガイドラ
ンナー（伴走者）として2個のメダル獲得に貢献。

 アクティブなライフスタイルと精神的な安定を
もたらし、それが健康問題の解決につながる
など、SDGsにおいて、スポーツは必要不可欠な
ものです。
　また、障がいのある方にとってスポーツは、社
会参加や自立の促進、生きがいづくりにとても重
要です。中央区では、障がいのある方にはスポー
ツを行うきっかけとなり、障がいのない方には、障
がい者スポーツへの理解を深めていただくた
め、身近なところで障がい者スポーツを楽しん
でもらえるよう取り組んでいます。12月8日に
は、パラアスリート講演・体験会を開催し、ブライ
ンドランナーとして、世界で活躍するパラアス
リート和田 伸也さんと、ともにゴールをめざす伴
走者長谷部 匠さんに、その力の源はどこにあるの
か、そしてスポーツへの思いなどをトーク形式で
語っていただきました。

左から長谷部さん、和田さん トーク中の様子

● 介護保険制度や介護サービス等の相談先の案内
● 施設検索（医科・歯科・薬局・介護施設ごとに情報検索が可能）
● 時間外の対応方法や緊急時の連絡先を紹介
● 地図表示（GPS機能を利用して利用者の現在位置を地図上に表示）
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- ブラインドランナー和田 伸也＆伴走者長谷部 匠 -スポーツ 人生 豊かで を に

自分らしく

納得のいく最期を迎えるために人生会議してみませんか。

こんな内容が載ってます

一般社団法人 大阪市中央区南医師会 会長　小畠 昭重（小畠クリニック）


